
２０１８年 １２月 １３日 

株 式 会 社 ＮＴＴドコモ 

 

日本初、セルラーＶ２Ｘの共同実証実験に成功 
～安全運転支援に貢献する新たな無線通信の実証実験を完了～ 

 

株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、コンチネンタル・オートモーティブ・ジャパン株式会社 

（以下、コンチネンタル）、エリクソン、日産自動車株式会社（以下、日産）、沖電気工業株式会社

（以下、ＯＫＩ）、Ｑｕａ ｌｃｏｍｍ  Ｔｅｃｈｎｏ ｌｏｇ ｉｅｓ，  Ｉ ｎｃ．（以下、クアルコム）と共同で         

セルラーＶ２Ｘ※１の実証実験に日本で初めて※２成功しました。 

 

セルラーＶ２Ｘは、３ＧＰＰ（３ｒｄ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ Ｐｒｏｊｅｃｔ）が安全運転支援への 

適用を想定して規格化した通信技術です。セルラーＶ２Ｘは、車車間（Ｖ２Ｖ：Ｖｅｈｉｃｌｅ ｔｏ Ｖｅｈｉｃｌ

ｅ ） 、交通インフラと車間 （ Ｖ ２ Ｉ ： Ｖ ｅ ｈ ｉ ｃ ｌ ｅ  ｔ ｏ  Ｉ ｎ ｆ ｒ ａ ｓ ｔ ｒ ｕ ｃ ｔ ｕ ｒ ｅ ） 、歩行者と               

車間（Ｖ２Ｐ：Ｖｅｈｉｃｌｅ  ｔｏ Ｐｅｄｅｓｔｒｉａｎ）の直接通信※３と、車から基地局を経由して行う      

通信（Ｖ２Ｎ：Ｖｅｈｉｃｌｅ ｔｏ Ｎｅｔｗｏｒｋ）で構成されます。 

 

本実証実験では、セルラーＶ２Ｘの通信に関する基礎特性の評価をめざし、Ｖ２Ｖ、Ｖ２Ｉ、Ｖ２Ｐに

加え、Ｖ２ＮとしてドコモのＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（以下、ＬＴＥ－Ａ）商用網を利用して、         

追い越し禁止警告、急ブレーキ警告、ハザード警告、交差点通過アシスト、歩行者警告の     

５種類のユースケースを想定した走行シナリオを設定し、日本国内のテストコースなど、複数の 

実験場所において移動環境での通信性能評価実験を実施しました。 

 

実験の結果、直接通信では見通し環境で中央値２０ミリ秒の通信遅延、および、         

最大伝送距離１．２ｋｍを達成し、ＬＴＥ－Ａを用いた車と基地局間では中央値５０ミリ秒の      

通信遅延を達成しました。この結果をもとに、ドコモは、緊急性を要する通信に適した直接通信と、

広域での情報収集と配信に適したＬＴＥ－Ａネットワークを用いた通信の双方を使用し、      

互いの特性を補完出来るセルラーＶ２Ｘの有効性を確認しました。 

 

今後ドコモは、本実証実験で得られた知見を活かし、コネクテッドカー社会の実現に向け、   

セルラーＶ２Ｘを用いたＩＴＳ※４の高度化、および、５Ｇを用いたＩＴＳのさらなる発展に取り組んで 

まいります。 

 

トピックス 



※１ 直接通信と基地局経由通信の２種類の通信で構成され、ミリ波レーダーやレーザースキャナー（ＬＩＤＡＲ）、 

カメラシステムなどの車両に搭載されたセンサー技術の補完として、見通し外環境においても車両の通信能

力を向上させることが期待されています。 

※２ ２０１８年１２月１３日現在。ドコモ調べ。 

※３ 基地局を経由しない端末間の直接通信で、車車間通信などの高速移動環境に特化して検討され、      

２０１７年３月に仕様が策定された技術。（３ＧＰＰ Ｒｅｌｅａｓｅ １４で規格化） 

※４ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ Ｓｙｓｔｅｍｓの略、高度道路交通システム 

 

 

 

 

 

 

 

  

本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴドコモ 
５Ｇイノベーション推進室・５Ｇ無線技術研究グループ 

ＴＥＬ：０４６－８４０－３４７０ 
ＦＡＸ：０４６－８４０－３７９６ 



 

 

本実証実験概要 

 

１. 実証実験内容 

 車車間、交通インフラと車間、歩行者と車間を低遅延で接続する基地局を経由しない直接通信、

および広域での情報収集と配信を実現するＬＴＥ－Ａ網での基地局経由通信を用いた実験を  

実施し、ドコモは両通信を併用することで相互補完する効果を確認しました。 

 

（１）実験構成 

直接通信はクアルコム製実験端末を実験車両内やＲＳＵ※１内に組み込むと共に、歩行者も  

同端末を所持する構成とし、基地局経由通信は商用スマートフォンを実験車両に搭載し     

商用ＬＴＥ－Ａ網内の実験用Ｖ２Ｎアプリケーションサーバに接続する構成を構築しました。 

 

（２）実験環境 

実験車両間に遮蔽物がない見通し環境、遮蔽物がある見通し外環境、最大時速１１０ｋｍで 

走行する実験車両間（相対速度は最大時速２２０ｋｍ）などにおいて、下記を走行シナリオに   

選定し、実験を実施しました。 

・追い越しを想定した走行（Ｖ２Ｖ（接近）、Ｖ２Ｎ（広域）） 

・交差点環境を想定した走行（Ｖ２Ｖ（接近）、Ｖ２Ｎ（広域）） 

・追走を想定した走行（Ｖ２Ｖ） 

・歩行者がいる場合の走行（Ｖ２Ｐ） 

・障害物がある場合の走行（Ｖ２Ｉ、Ｖ２Ｎ） 

・走行車両間の情報共有（Ｖ２Ｎ） 

 

２. 場所 

日本自動車研究所 城里テストセンター（茨城県東茨城郡城里町） 

日本自動車研究所 自動運転評価拠点 Ｊｔｏｗｎ （茨城県つくば市） 

ＮＴＴドコモ Ｒ＆Ｄセンタ （神奈川県横須賀市） 

 

３．実験期間 

  ２０１８年７月～２０１８年１０月 

 

 

 

別紙 



４．実証実験イメージ 

 

 

図１ 実証実験システム構成の概要 

 

 

図２ 実験車両内の様子 
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５．実証実験結果 

  実験場所において、直接通信、および基地局経由通信により、選定したシナリオに基づいた 

走行を実施し、下記の通信性能を達成できることを確認しました。 

３ＧＰＰでは、Ｖ２Ｘサービスの要求条件として、隊列走行などの特定の用途では２０ミリ秒程度、

その他の用途では１００ミリ秒程度の通信遅延が想定されています。ドコモは、セルラーＶ２Ｘが 

本実証実験で想定した走行シナリオを含むコネクテッドカーサービスへの適用可能性があること

を確認しました。 

なお、上記は本実証実験の環境のみで確認した結果であり、実証実験レポート（６社共同作成）

の引用となります。他のあらゆる環境下でこれらの結果を保証するものではありません。直接通

信は非輻輳環境、基地局経由通信では各車両で既に無線接続が確立された環境で実験しました。 

 

６．各社の役割 

直接通信 

・ 見通し環境において、パケット誤り率１０％以下で通信距離 
１，２００ｍを確認、また、相対速度２２０ｋｍ／ｈにおいても 
同等の特性を確認 

・ 見通し外環境において、３８０ｍを超える通信距離を確認 
（障害物による１４ｄＢ減衰環境） 

・ 車両間の通信遅延が中央値で２０ミリ秒以下を確認 

ＬＴＥ－Ａ網を用いた 
基地局経由通信 

・ ドコモの広域な商用ネットワークにおいて、車両間を      
ＬＴＥ－Ａ網を経由して接続する場合、通信遅延が中央値で
５０ミリ秒以下、９５％タイル値で６０ミリ秒以下を確認 

ドコモ 
ＬＴＥ－Ａ網と、実験用Ｖ２Ｎアプリケーションサーバを提供し、 
直接通信とＬＴＥ－Ａネットワークとの間で、通信を相互補完する 
関係を実証 

コンチネンタル 
直接通信用の実験端末を日産の実験車両に組み込み、    
直接通信の評価環境を構築 

エリクソン 
直接通信技術とＬＴＥ－Ａ網の技術を融合したＶ２Ｎユースケース
を検討 

日産 
実験車両の準備、および、セルラーＶ２Ｘ技術を評価するための
指標を含むテストシナリオの構築とＶ２Ｘのユースケースを選定 

ＯＫＩ 
直接通信用の実験端末を用いて交通インフラとして設置する  
ＲＳＵを構築し、Ｖ２Ｉによる各種アプリケーションの適用可能性を
検証 

クアルコム 
クアルコム製直接通信用の実験端末の用意、および       
セルラーＶ２Ｘ技術を評価するための指標を含むテストシナリオ
の構築とＶ２Ｘのユースケースを選定 



７．実験模様（動画）※２ 

https://www.youtube.com/watch?v=ey1pIxYsBRU 

 

８．実証実験レポート（６社共同作成） 

https://www.nttdocomo.co.jp/binary/pdf/corporate/technology/rd/topics/2018/topics_181213_0

1.pdf 

 

※１ Ｒｏａｄ Ｓｉｄｅ Ｕｎｉｔの略。道路上に設置され、車両などと直接通信を行う無線装置（路側機）。 

※２ 動画は英語表記となります。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=ey1pIxYsBRU
https://www.nttdocomo.co.jp/binary/pdf/corporate/technology/rd/topics/2018/topics_181213_01.pdf
https://www.nttdocomo.co.jp/binary/pdf/corporate/technology/rd/topics/2018/topics_181213_01.pdf

